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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［土
産］（経営者）

お客様の様子 ・外国人観光客の大量買いはなくなったが、国内客に
よる自分用の土産の購入などもあり、個人消費が少し
ずつ持ち直している。

○
商店街（代表
者）

来客数の動き ・人の流れが戻ってきている。

○
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・来客数の増加傾向が続いている。春から夏に移る絶
好の行楽シーズンが到来し、来道者数が増加している
ことも好影響をもたらしている。

○
スーパー（店
長）

販売量の動き ・６月からのビール類の値上げを前に駆け込み需要が
みられたことから、５月は販売量が伸びており、景気
はやや上向きになってきている。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・今期に入り、来客数の増加傾向が続いている。

○

スーパー（役
員）

来客数の動き ・５月前半は気温が高く推移したなか、飲料、酒類、
精肉などの需要が高まり、来客数の増加につながっ
た。また、客の平均買上点数が前年を上回ったことか
ら、客単価も前年から1.5％上昇した。ただ、来客数
を前年と比べると１％ほど下回っており、商品価格上
昇の影響が気がかりである。

○
スーパー（役
員）

販売量の動き ・５月はゴールデンウィークの人の動きが活発だっ
た。後半には酒の駆け込み需要もあり、一時的な動き
ではあるが売上が増加している。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク期間の天候が良かったことか
ら、行楽客の利用も多く、売上、来客数共に回復傾向
にある。ただ、前年の天候が悪かった分の反動もある
ため、一時的な影響とみられる。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・観光客の入込が増えてきており、それに伴い来客
数、売上が回復してきている。

○
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・５月は購入客数が前年から８％アップ、客単価も前
年から５％アップと堅調に推移している。特に天候が
良くなった月末にかけての集客が多くみられた。

○
家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・５月後半になって客が夏物家電に注目するようにな
り、購入につながっている。冷房機器コーナーもにぎ
わい始めている。

○

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・アジア圏からの観光客が好調である。特にゴルフ目
的の観光客が好調であり、大統領選挙を終えたばかり
の韓国人観光客は活況を呈している。国内企業の大型
報奨旅行も好調に推移している。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク以降、やや寒い日もあるが、全
般的に天候が良いことから、チューリップや芝桜など
の各地の花観光の集客が順調である。航空機も満席の
日が目立ち、人の動きが活発になっている。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前年の台風被害以降、旅行を自粛していた各種組
織、団体などで旅行を計画する動きが出始めている。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・６月以降の旅行に関する問い合わせの件数が増えて
きている。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・夏秋の旅行需要が増えてきている。

○
美容室（経営
者）

販売量の動き ・客の来店周期が以前よりも短くなってきており、技
術売上と関連する商材の売上が共に前年から３％程度
増加している。

○

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・旅客、特に個人客の利用が増加している。また、乗
用車の輸送量も伸びている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・百貨店撤退の影響がじわじわと出てきている。中心
商店街の来街者が減少しており、各店からは売上への
影響がみられるという声が聞こえる。なかには売上が
10％以上減少している店もある。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の様子に変化がみられない。
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□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・５月に入り、旅行客の増加に伴い土産、交通、宿泊
などの業種が売上を伸ばしている。例年と比較する
と、国内観光客が増加しており、これは前年８月の台
風被害により旅行を見合わせた旅行客が年を持ち越し
て旅行しているためとみられる。ただ、こうした動き
は一時的、業種限定的な影響とみられ、当地の経済情
勢は依然として悪い状態のまま推移している。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・前年は北海道新幹線の開業効果もあり、国内客の来
道が多かったが、今年は落ち着いた様相である。

□

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・アジアからの観光客が好調に推移していることに加
えて、５月に入り天候が回復したこともあり、売上が
前年比126.5％ととても良かった。ただ、国内の景気
が上向いているという実感はいまだ持てない。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・景気が上向いているとも、下向いているともいえな
い。当社も競合他店も４月の売上が前年を上回ったこ
とを景気回復の兆しといえなくもないが、当社につい
ては前年に売上を大きく落としたことの反動増による
ものであり、前々年との比較ではほぼ横ばいであるな
ど、明確な兆しとはいえない面がある。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク期間中も母の日商戦も来客数の
減少に歯止めがかからない状況にある。ディスカウン
ト店への客の流出を懸念している。

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・地方では昇給が行われたとしても持続性のあるもの
ではなく、以前のように雇用環境の改善が景気や消費
の活性化につながっていない。経済のメカニズムが何
か新しいものになってきているようである。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・ゴールデンウィーク期間は好天に恵まれたこともあ
り、売上が好調だったが、５月後半は例年よりも気温
が低かった上、週末の雨により運動会需要も取り込め
なかったことから、月全体でみると苦戦している。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク期間の来客数、買上客数が前年
を下回った。

□
家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・冷蔵庫を始めとした白物家電の販売量が例年に比べ
て落ち込んでいる。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型車効果とレンタカー需要で新車の受注は若干上
向き傾向にあるが、関連商材の販売が見込みほど伸び
てこない。また、中古車も依然として低調であり、全
体的には大きな変化がみられない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売台数が前年並みであるなど、景気は変わらな
い。

□

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・タイヤ値上げ前の駆け込み需要がみられる。同時に
オイル交換などのメンテナンス需要も生じている。た
だ、６月以降は反動減で売上が落ち込むことが懸念さ
れるなど、景気は変わらない状況にある。

□

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ランチ、ディナー共、一時的に満席にはなるが、そ
の後が続かない。例年であれば、ゴールデンウィーク
が明けた中旬以降も観光客の来店があるが、今年は少
なく、来客数は前年を13％下回った。

□
観光型ホテル
（役員）

来客数の動き ・最寄り空港で海外定期便の運休などが相次いでいる
ことから、外国人観光客を中心に来客数が減少傾向に
ある。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・様々なイベントが開催されたことで好調さを感じて
いたが、小グループの観光客や法人客の利用に伸びが
みられず、全体としてはプラスマイナスゼロで変化が
みられなかった。

□
タクシー運転手 競争相手の様子 ・業界全般的に売上が不調であり、前年を下回って推

移している。また、地元空港の５月の国際線就航がゼ
ロだったこともあり、観光客の利用も減少した。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・ここ数か月、前年と比較して販売量に大きな変化が
みられず、横ばいで推移している。一方、利益につい
ては前年と比べて減少傾向にある。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・金利低下で住宅市場は堅調に推移しているが、客単
価があまり上向いてこない。販売量もそれほど増えて
いない。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・北朝鮮問題の影響などで景気の先行きを心配して様
子見していた客が徐々に落ち着きを取り戻し始めてい
る。

▲
一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・消費に力強さが戻ってこない。特にゴールデン
ウィークが明けてからは販売量の動きが悪く、厳しい
売上が続いている。



▲
百貨店（担当
者）

販売量の動き ・中心部に新たな商業施設がオープンしたことで、当
店も含めて来客数の増加がみられるものの、売上への
影響は食品などの一部の部門に限定されている。

▲
百貨店（営業販
促担当）

来客数の動き ・５月に入り、来客数が前年の94％に減少している。
特にポイントアップ企画、割引セールなどの売出し期
間の集客が弱く、売上に大きく響いている。

▲
コンビニ（オー
ナー）

来客数の動き ・５月の売上が前年比92％となるなど、依然として競
合店の影響がみられる。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車が出て３か月が過ぎ、その効果も薄れてきて
いる。先行きが心配になるほどである。

▲

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・ゴールデンウィーク期間中のレジャー費支出の反動
により、景気はやや悪い。知人の飲食店や出入りのタ
クシーなどは例年以上の落ち込みと聞いている。当店
のお薦めメニューは単価を下げると売りやすいが、そ
のためには材料費を下げるしかなく、常連客の満足度
低下につながりかねないため、取り組みづらい面があ
る。また、先日、訪れた本州企業の食品展示会におい
て、道内ではあまり売れていない品質の良い道産食材
が首都圏で人気があるとの話を聞き、高級商材を使い
にくい道内との景気格差を感じた。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・外国人観光客の入込に前年までの伸びがみられず、
景気が上向くような兆しがみえない。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・５月はゴールデンウィーク期間中のタクシー利用が
減少する傾向にあり、今年も例年と同様の傾向で推移
した。ただ、タクシー１台当たりの売上は前年並みで
あったが、乗務員不足で稼働率が落ちているため、会
社の売上は前年を下回った。

▲
タクシー運転手 販売量の動き ・前年と比べて運送収入の落ち込み幅が大きくなっ

た。

▲
タクシー運転手 販売量の動き ・季節要因を考慮しても、前月以降、全体的に客の動

きが鈍くなっている。乗務員１人当たりの売上も思わ
しくない。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・５月も全体的な傾向は変わらず、３か月前と比べて
タクシー利用が落ち込んでいる。前年は大きな動きと
して北海道新幹線の開業効果がみられたが、今年は現
状、観光客、地元客に動きがみられず、今後の景気回
復を期待しているところである。

▲

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・通信端末の販売量はほぼ計画どおり確保できている
ものの、競合他社の料金プランやキャッシュバックな
どの影響で、都市部の客や大口の法人顧客の流出が想
定よりも多くみられる。

▲

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・５月28日時点の利用乗降客数は前年比90.1％と約
10％減少している。単月の前年比がここまで落ち込ん
だことは、ここ数年なかったことであり、前年の北海
道新幹線の開業効果の反動がみられる。ただ、前々年
と比べると98.4％となっており、それほど大きな落ち
込みはみられない。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・低価格サロンに客が流れている雰囲気がある。

×
その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・特にイベントや企画が手薄だったわけではないにも
かかわらず、５月の売上はまれにみる落ち込みがみら
れた。単価や来客数を論じる以前の状況である。

◎ － － －

○

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・年度初めのこともあり、道内の各自治体から庁舎、
医療施設、高齢者福祉施設の計画、設計業務が相次ぎ
発注されている。ただ、受注側の設計事務所は人手不
足で困惑している。

○
通信業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・需要は横ばいであるものの、受注単価が上昇傾向に
ある。

○

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・売上が前年から20％近い伸びを示している。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比較して、受注状況、売上状況共に特に
変化がみられない。ただ、前年と比較すると、若干低
調に推移している。

□
家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・小売店の動きがあまり良くない。地元の繁華街では
閉店する飲食店が増えており、全体的に消費が低迷し
ている。

企業
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□
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・国内貨物について、本州からの建材類の移入が見込
みよりも増えているが、移出が伸びずに苦戦してい
る。冬場よりも良いとはいえない環境が続いている。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・公共投資と外国人観光客による消費が景気をけん引
する状況は変わらない。個人消費は力強さを欠くもの
の、持ち直しの動きがみられる。道内全体の景気は冬
季アジア大会の開催により底上げされた３か月前と変
わらない水準にある。

□
司法書士 取引先の様子 ・土地取引、マンションも含めた建物などの建築、販

売について大きな伸びもみられず、停滞している状況
が続いている。

□
司法書士 取引先の様子 ・季節的に不動産取引が活発化する時期であるが、景

気回復の兆しがいまだみえないため、依然として成約
件数が少ない。

□

コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・当社の北海道での業績は例年並みで推移していたた
め、当初は例年と同様の売上を見込んでいたが、親会
社からの締め付けが強くなっている客先が多く、売上
は減少傾向にある。

▲ ＊ ＊ ＊

×
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の販売量は前年比プラス24％であったが、
５月の販売量は前年比マイナス６％と落ち込んだ。

◎ － － －

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・前年の台風被害の復興工事が積極的に発注されてい
ることに加えて、観光客の入込が増加していることな
どから、雇用環境はやや良くなっている。

○
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・企業側の採用意欲が高い水準で推移している。特に
建設業やＩＴ関連の採用意欲が高い。

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業の中途採用ニーズ、派遣ニーズが高まってい
る。中途採用ニーズについては、営業職、事務系の管
理職のほか、最近は事業承継に関連して次期経営者の
ニーズも高くなっている。また、障がい者の採用ニー
ズもみられる。派遣ニーズについては、引き続きコー
ルセンタースタッフのニーズが高いほか、販売促進に
関連したスタッフのニーズも高くなっている。ホテル
のベットメイクや軽作業のニーズも高く、企業におけ
る人材不足が顕著になっている様子がうかがえる。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・人手不足から企業の求人意欲は旺盛だが、求人広告
を出しても応募者が極端に少ないため、手をこまねい
ている状況にある。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・当地の求人件数は増加傾向にあるが、地方都市の求
人件数は減少している。また、中途採用の正社員求人
が増えており、即戦力の転職者を獲得する動きがうか
がえる。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・前年と比較して変化がみられない。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求職者数が５年６か月連続で前年を下回
り、月間有効求人数が３か月連続で前年を上回ったこ
とから、有効求人倍率は1.08倍と７年２か月連続で前
年を上回った。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・ここ３か月、新規求人数の減少傾向がみられたもの
の、直近では再び増加傾向に転じている。また、月間
有効求人数は減少傾向にあるものの、企業の人手不足
感は変わらない。

□
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・消費に活気がなく、大型小売店の売上が依然として
前年を下回っていることなどから、雇用環境にも変化
がみられない。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・４月の有効求人倍率は0.95倍であり、８か月連続で
前年を下回ったが、引き続き１倍に近い水準にある。
人手不足が深刻化している業種もみられる。

▲ ＊ ＊ ＊
× － － －

雇用
関連

(北海道)
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